
ダイヤモンド量子センサによる心磁計測 

Magnetocardiography using a solid-state quantum sensor 
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心臓病学における重要課題のひとつは、電流の伝播を非侵襲的かつ高空間分解能でイメージング

することにある。従来の電極を用いた計測は侵襲的かつ体内の非一様な電気伝導によって信号が

影響を受ける一方で、磁場を介した計測であれば非侵襲的に電流を捉えることができる。本講演

では、ダイヤモンド中の窒素・空孔欠陥（NVセンター）を用いた固体量子磁場センサーにより、

生きた哺乳類の心磁図を高空間分解能でイメージングする方法について議論する[1]。NVセンター

はこれまでに生きた細胞のイメージング[2]や神経伝達の計測[3]に利用されてきた。今後、医療応用

に向けた飛躍を実現するためには、哺乳類への適用が重要な試金石となることが予想される。 

 

Fig. Magnetocardiography setup based on a solid-state quantum sensor. a, schematic of the setup. b. NV center energy 

diagram. c. NV-diamond and magnetic field generated by an electric current in the heart. 
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